
(57)【要約】

【課題】　車両のエアクリーナ装置において、エアクリ

ーナ本体が浸水しても、内部に水が入りにくくするとと

もに、エアクリーナ本体への熱影響を受けにくくし、更

には、エアクリーナ本体内に土埃を入りにくくすること

にある。

【解決手段】　エアクリーナ装置３５に、エアクリーナ

エレメントを収納したエアクリーナ本体５６と、このエ

アクリーナ本体５６に接続しエアクリーナ本体５６内に

外気を導入するシュノーケル７７とを備え、このシュノ

ーケル７７をエンジン２２から上方に突出するシリンダ

部２２ａの側方を通り車両前方に延ばすとともに、シュ

ノーケル７７の前端を左右のシート４４間に開口させた

。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 体 フ レ ー ム に 左 右 の シ ー ト を 取 付 け 、 こ れ ら の シ ー ト の 下 方 に エ ン ジ ン を 配 置 し 、 こ
の エ ン ジ ン の 後 方 に 、 こ の エ ン ジ ン に 空 気 を 供 給 す る エ ア ク リ ー ナ 装 置 を 配 置 し た 車 両 に
お い て 、
　 前 記 エ ア ク リ ー ナ 装 置 は 、 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト を 収 納 し た エ ア ク リ ー ナ 本 体 と 、 こ
の エ ア ク リ ー ナ 本 体 に 接 続 し エ ア ク リ ー ナ 本 体 内 に 外 気 を 導 入 す る シ ュ ノ ー ケ ル と を 備 え
、
　 こ の シ ュ ノ ー ケ ル を 前 記 エ ン ジ ン か ら 上 方 に 突 出 す る シ リ ン ダ 部 の 側 方 を 通 り 車 両 前 方
に 延 ば す と と も に 、 シ ュ ノ ー ケ ル の 前 端 を 前 記 左 右 の シ ー ト 間 に 開 口 さ せ た こ と を 特 徴 と
す る 車 両 の エ ア ク リ ー ナ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 車 体 フ レ ー ム に 備 え る 左 右 一 対 の サ イ ド フ レ ー ム を そ れ ぞ れ 車 両 前 後 方 向 に 延 ば し
、 前 記 エ ン ジ ン の 前 部 か ら 車 両 後 方 へ 排 気 管 を 延 ば し 、 こ の 排 気 管 の 後 端 に マ フ ラ を 取 付
け る と と も に こ の マ フ ラ を 前 記 左 右 の サ イ ド フ レ ー ム 間 に 配 置 し た と き に 、
　 前 記 エ ア ク リ ー ナ 本 体 を 、 前 記 左 右 の サ イ ド フ レ ー ム 間 に 且 つ 車 両 前 後 方 向 に 対 し て 傾
斜 さ せ る こ と で 前 記 マ フ ラ か ら 離 し て 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 車 両 の エ
ア ク リ ー ナ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 の エ ア ク リ ー ナ 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 車 両 の エ ア ク リ ー ナ 装 置 と し て 、 車 体 後 部 に 配 置 さ れ た エ ア ク リ ー ナ が 知 ら れ て
い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ １ － ２ ９ ５ １ ２ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ の 第 １ 図 、 第 ３ 図 及 び 第 ４ 図 を 以 下 に 説 明 す る 。
　 第 ４ 図 に お い て 、 小 型 車 両 １ は 、 車 体 フ レ ー ム ２ を 構 成 す る 一 対 の サ イ ド チ ュ ー ブ ２ ａ
， ２ ａ を 左 右 に 備 え 、 こ れ ら の サ イ ド チ ュ ー ブ ２ ａ ， ２ ａ 間 に エ ン ジ ン 本 体 ２ ２ 及 び エ ア
ク リ ー ナ ２ ０ を 配 置 し た 車 両 で あ る 。 な お 、 ３ は エ ン ジ ン 本 体 ２ ２ の 前 方 に 配 置 し た シ ー
ト 、 ６ は 後 輪 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 第 ３ 図 に お い て 、 エ ア ク リ ー ナ ２ ０ は 、 こ の 前 方 に 配 置 し た キ ャ ブ レ タ ー ２ １ を 介 し て
エ ン ジ ン 本 体 ２ ２ に 連 結 し た 部 品 で あ る 。
　 第 １ 図 に お い て 、 エ ン ジ ン 本 体 ２ ２ は 、 前 部 に 排 気 管 を 接 続 し 、 こ の 排 気 管 の 端 部 に 、
ほ ぼ 車 両 前 後 方 向 に 延 び る マ フ ラ ２ ４ を 接 続 し た も の で あ り 、 こ の マ フ ラ ２ ４ と 、 エ ン ジ
ン 本 体 ２ ２ の 後 方 に 配 置 し た エ ア ク リ ー ナ ２ ０ と は 、 共 に サ イ ド チ ュ ー ブ ２ ａ ， ２ ａ 間 に
配 置 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 、 車 両 が 後 部 に 荷 台 を 備 え る 場 合 は 、 上 記 し た エ ン ジ ン 本 体 ２ ２ 、 エ ア ク リ ー ナ
２ ０ 等 が 低 く 配 置 さ れ る こ と に な り 、 川 を 渡 っ た り 沼 地 を 走 行 す る 不 整 地 走 行 用 車 両 で あ
る 場 合 に は 、 エ ア ク リ ー ナ ２ ０ に 対 す る 被 水 の 影 響 を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 上 記 の 小 型 車 両 １ で は 、 左 右 の サ イ ド チ ュ ー ブ ２ ａ ， ２ ａ 間 に 大 き な ス ペ ー ス が
存 在 す る か ら 、 こ れ ら の サ イ ド チ ュ ー ブ ２ ａ ， ２ ａ 間 の 距 離 を 小 さ く す れ ば 、 車 両 の 小 型
化 が 図 れ る が 、 例 え ば 、 排 気 管 及 び マ フ ラ ２ ４ は 、 熱 を 発 生 さ せ る 部 品 で あ る た め 、 周 囲
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の 部 品 の 配 置 を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。
　 更 に 、 後 輪 ６ が 巻 き 上 げ た 土 埃 で エ ア ク リ ー ナ ２ ０ 内 の エ レ メ ン ト が 早 く 汚 れ な い よ う
に 、 エ ア ク リ ー ナ ２ ０ 内 へ 空 気 を 取 り 込 む 吸 気 口 の 配 置 も 考 慮 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 車 両 の エ ア ク リ ー ナ 装 置 に お い て 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ま で 水 が 被 っ て
も 内 部 に 水 が 入 り に く く す る と と も に 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 へ の 熱 影 響 を 受 け に く く し 、 更
に 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 内 に 土 埃 を 入 り に く く す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 車 体 フ レ ー ム に 左 右 の シ ー ト を 取 付 け 、 こ れ ら の シ ー ト の 下 方
に エ ン ジ ン を 配 置 し 、 こ の エ ン ジ ン の 後 方 に 、 こ の エ ン ジ ン に 空 気 を 供 給 す る エ ア ク リ ー
ナ 装 置 を 配 置 し た 車 両 に お い て 、 エ ア ク リ ー ナ 装 置 に 、 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト を 収 納 し
た エ ア ク リ ー ナ 本 体 と 、 こ の エ ア ク リ ー ナ 本 体 に 接 続 し エ ア ク リ ー ナ 本 体 内 に 外 気 を 導 入
す る シ ュ ノ ー ケ ル と を 備 え 、 こ の シ ュ ノ ー ケ ル を エ ン ジ ン か ら 上 方 に 突 出 す る シ リ ン ダ 部
の 側 方 を 通 り 車 両 前 方 に 延 ば す と と も に 、 シ ュ ノ ー ケ ル の 前 端 を 左 右 の シ ー ト 間 に 開 口 さ
せ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 車 体 フ レ ー ム に 備 え る 左 右 一 対 の サ イ ド フ レ ー ム を そ れ ぞ れ 車
両 前 後 方 向 に 延 ば し 、 エ ン ジ ン の 前 部 か ら 車 両 後 方 へ 排 気 管 を 延 ば し 、 こ の 排 気 管 の 後 端
に マ フ ラ を 取 付 け る と と も に こ の マ フ ラ を 左 右 の サ イ ド フ レ ー ム 間 に 配 置 し た と き に 、 エ
ア ク リ ー ナ 本 体 を 、 左 右 の サ イ ド フ レ ー ム 間 に 且 つ 車 両 前 後 方 向 に 対 し て 傾 斜 さ せ る こ と
で マ フ ラ か ら 離 し て 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 左 右 の シ ー ト を 設 け る 車 両 の エ ア ク リ ー ナ 本 体 に シ ュ ノ ー ケ
ル を 設 け る よ う に し た の で 、 例 え ば 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 が シ ー ト よ り も 低 い 位 置 に 配 置 さ
れ て も 、 被 水 の 影 響 を 小 さ く 抑 え る こ と が で き 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 が 水 を 被 っ た 場 合 で あ
っ て も シ ュ ノ ー ケ ル の 前 端 の 開 口 部 が 浸 水 し に く く な り 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 へ 水 を 入 り に
く く す る こ と が で き る 。 ま た 、 シ ュ ノ ー ケ ル の 前 端 を 左 右 の シ ー ト 間 に 開 口 さ せ て い る の
で 、 車 両 が 深 い 水 位 を 走 行 す る 場 合 な ど に は 、 運 転 者 は シ ュ ノ ー ケ ル の 開 口 部 を 近 い 距 離
で 確 認 し な が ら 、 そ の 開 口 部 へ の 被 水 の 程 度 を 容 易 に 判 断 し 、 対 処 す る こ と が で き る 。 従
っ て 、 河 川 、 沼 地 等 を 走 行 す る 際 の 車 両 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 更 に 、 後 輪 の 巻 き 上 げ た 土 埃 の 少 な い 左 右 の シ ー ト 間 に 開 口 す る シ ュ ノ ー ケ ル で 吸 気 す
る の で 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 へ の 土 埃 の 侵 入 が 少 な く で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 で は 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 を 左 右 の 車 体 フ レ ー ム 間 に 且 つ 車 両 前 後 方
向 に 対 し て 傾 斜 さ せ る こ と で マ フ ラ か ら 離 し て 配 置 し た の で 、 左 右 の サ イ ド フ レ ー ム 間 の
ス ペ ー ス が 小 さ く て も 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 と 排 気 管 、 マ フ ラ と の 距 離 を よ り 大 き く す る こ
と が で き 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 に 対 す る 排 気 管 、 マ フ ラ か ら の 熱 影 響 を 受 け に く く す る こ と
が で き る 。 従 っ て 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 の た め の 熱 対 策 用 部 材 を 簡 素 に す る 、 あ る い は 、 廃
止 す る こ と が で き 、 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 添 付 図 に 基 づ い て 以 下 に 説 明 す る 。 な お 、 図 面 は
符 号 の 向 き に 見 る も の と す る 。
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る エ ア ク リ ー ナ 装 置 を 備 え た 車 両 の 側 面 図 で あ り 、 車 両 １ ０ は 、 車 体
フ レ ー ム １ １ （ フ ロ ン ト フ レ ー ム １ ２ 、 セ ン タ フ レ ー ム １ ３ 及 び リ ヤ フ レ ー ム １ ４ か ら な
る 。 ） と 、 左 右 の 前 輪 １ ８ ， １ ８ と 、 セ ン タ フ レ ー ム １ ３ に 取 付 け た パ ワ ー ユ ニ ッ ト ２ １
（ エ ン ジ ン ２ ２ 及 び 変 速 機 ２ ３ か ら な る 。 ） と 、 エ ン ジ ン ２ ２ へ 空 気 及 び 燃 料 を 供 給 す る
た め に エ ン ジ ン ２ ２ の 後 方 に 設 け た 吸 気 装 置 ２ ６ と 、 エ ン ジ ン ２ ２ の 前 部 か ら 後 方 へ 延 ば
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し た 排 気 装 置 ２ ７ と 、 リ ヤ フ レ ー ム １ ４ の 上 部 に 傾 斜 可 能 に 取 付 け た 荷 台 ２ ８ と 、 左 右 の
後 輪 ３ １ ， ３ １ と を 備 え る 二 人 乗 り の 四 輪 駆 動 車 で あ る 。
　 吸 気 装 置 ２ ６ は 、 エ ン ジ ン ２ ２ 側 に 接 続 し た キ ャ ブ レ タ ３ ３ と 、 こ の キ ャ ブ レ タ ３ ３ に
接 続 し た エ ア ク リ ー ナ 装 置 ３ ５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 ３ ７ は 燃 料 タ ン ク 、 ３ ８ は パ ワ ー ユ ニ ッ ト ２ １ 側 と 客 室 側 と を 隔 て る 上 側 隔 壁
、 ３ ９ は パ ワ ー ユ ニ ッ ト ２ １ 側 と 車 体 の 左 右 縁 部 側 と を 隔 て る 左 右 一 対 の サ イ ド 隔 壁 （ 手
前 側 の 符 号 ３ ９ の み 示 す 。 ） 、 ４ ０ は 上 記 の 燃 料 タ ン ク ３ ７ 、 上 側 隔 壁 ３ ８ 、 左 右 の サ イ
ド 隔 壁 ３ ９ ， ３ ９ で 囲 ま れ る エ ン ジ ン ル ー ム 、 ４ １ は フ ロ ン ト カ バ ー 、 ４ ２ は ハ ン ド ル 、
４ ３ ， ４ ４ （ 手 前 側 の 符 号 ４ ３ の み 示 す 。 ） は セ ン タ フ レ ー ム １ ３ に 取 付 け た 左 右 の シ ー
ト 、 ４ ６ ， ４ ６ （ 手 前 側 の 符 号 ４ ６ の み 示 す 。 ） は リ ヤ フ ェ ン ダ 、 ４ ７ ， ４ ７ （ 手 前 側 の
符 号 ４ ７ の み 示 す 。 ） は セ ン タ フ レ ー ム １ ３ に 立 て た 左 右 の ロ ー ル バ ー 、 ４ ８ ， ４ ８ （ 手
前 側 の 符 号 ４ ８ の み 示 す 。 ） は フ ロ ン ト フ レ ー ム １ ２ と ロ ー ル バ ー ４ ７ ， ４ ７ に 渡 し た ア
ッ パ フ レ ー ム 、 ４ ９ ， ４ ９ （ 手 前 側 の 符 号 ４ ９ の み 示 す 。 ） は テ ー ル ラ ン プ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 本 発 明 に 係 る 車 両 の 平 面 図 （ 図 中 の 矢 印 （ Ｆ Ｒ Ｏ Ｎ Ｔ ） は 車 両 前 方 を 表 す 。 ） で
あ り 、 車 体 フ レ ー ム １ １ の セ ン タ フ レ ー ム １ ３ に 左 右 一 対 の セ ン タ サ イ ド フ レ ー ム ５ １ ，
５ １ を 設 け 、 こ れ ら の セ ン タ サ イ ド フ レ ー ム ５ １ ， ５ １ に シ ー ト フ レ ー ム 部 材 ５ ２ を 取 付
け 、 こ の シ ー ト フ レ ー ム 部 材 ５ ２ に 左 右 の シ ー ト ４ ３ ， ４ ４ を 取 付 け 、 ま た 、 車 体 フ レ ー
ム １ １ の リ ヤ フ レ ー ム １ ４ に 左 右 一 対 の リ ヤ サ イ ド フ レ ー ム ５ ４ ， ５ ４ を 設 け 、 こ れ ら の
リ ヤ サ イ ド フ レ ー ム ５ ４ ， ５ ４ 間 に 平 面 視 で 、 吸 気 装 置 ２ ６ を 構 成 す る エ ア ク リ ー ナ 本 体
５ ６ と 、 排 気 装 置 ２ ７ を 構 成 す る マ フ ラ ５ ７ を 配 置 し た こ と を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 シ ー ト フ レ ー ム 部 材 ５ ２ は 、 シ ー ト ４ ３ ， ４ ４ を 支 持 す る シ ー ト 支 持 プ レ ー ト ６ ５ ， ６
５ と 、 こ れ ら の シ ー ト 支 持 プ レ ー ト ６ ５ ， ６ ５ を 連 結 す る 連 結 フ レ ー ム ６ ６ と 、 各 シ ー ト
支 持 プ レ ー ト ６ ５ か ら 側 方 に 突 出 さ せ た 側 部 フ レ ー ム ６ ７ と か ら な り 、 側 部 フ レ ー ム ６ ７
は 、 荷 台 ２ ８ の 前 部 と で 肘 掛 け （ 不 図 示 ） を 支 持 す る 。
　 リ ヤ フ レ ー ム １ ４ は 、 左 右 一 対 の リ ヤ サ イ ド フ レ ー ム ５ ４ ， ５ ４ に 荷 台 ２ ８ を 取 付 け た
部 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 燃 料 タ ン ク ３ ７ は シ ー ト ４ ３ ， ４ ４ の 下 方 に 且 つ 車 幅 方 向 に 延 び る よ う に 配 置 し た 部 品
で あ る 。
　 上 側 隔 壁 ３ ８ は 、 車 体 左 右 方 向 の 幅 を 左 右 の セ ン タ サ イ ド フ レ ー ム ５ １ ， ５ １ の 間 隔 と
ほ ぼ 同 一 と し 、 車 両 前 後 方 向 の 長 さ を 平 面 視 で ほ ぼ パ ワ ー ユ ニ ッ ト ２ １ が 隠 れ る 長 さ と し
た 部 材 で あ る 。 サ イ ド 隔 壁 ３ ９ は 、 セ ン タ サ イ ド フ レ ー ム ５ １ の 側 面 に ほ ぼ 沿 っ て 配 置 し
た 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ は 本 発 明 に 係 る エ ア ク リ ー ナ 装 置 を 示 す 要 部 側 面 図 で あ り 、 エ ア ク リ ー ナ 装 置 ３ ５
は 、 キ ャ ブ レ タ ３ ３ に 接 続 し た コ ネ ク テ ィ ン グ チ ュ ー ブ ７ ５ と 、 こ の コ ネ ク テ ィ ン グ チ ュ
ー ブ ７ ５ の 端 部 に 接 続 し た エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ と 、 こ の エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ に 接 続 す
る と と も に 車 両 前 方 に 延 ば し た シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ と か ら な る 。 な お 、 ７ ８ は シ ュ ノ ー ケ ル
７ ７ の 吸 気 口 ７ ７ ａ の 上 方 を 覆 う カ バ ー で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ は 、 吸 気 口 ７ ７ ａ を 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ へ の 接 続 部 ７ ７ ｂ よ り も
高 く 配 置 し た も の で あ り 、 図 中 の Ｈ は 接 続 部 ７ ７ ｂ の 上 端 と 吸 気 口 ７ ７ ａ と の 高 低 差 で あ
る 。 こ の よ う に 、 高 低 差 Ｈ を 設 け る こ と で 、 例 え ば 、 車 両 が 川 を 渡 っ た り 沼 地 を 走 行 し た
と き に 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ が 浸 水 し て も 、 シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ の 吸 気 口 ７ ７ ａ を 高 位 置
に 配 置 す る こ と で 、 エ ア ク リ ー ナ 装 置 ３ ５ 内 に 水 を 吸 い 込 み に く く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ の 吸 気 口 ７ ７ ａ は 、 図 １ に も 記 載 し た よ う に 、 左 右 の シ ー ト ４ ３ ， ４
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４ の 間 に 配 置 し た も の で あ り 、 シ ー ト ４ ３ ， ４ ４ に 座 っ た 運 転 者 及 び 同 乗 者 が 確 認 で き る
位 置 に あ る た め 、 例 え ば 、 車 両 の 下 部 が 浸 水 し た 場 合 で も 、 吸 気 口 ７ ７ ａ と 水 面 と の 位 置
を 確 認 し な が ら 対 処 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 部 隔 壁 ３ ８ は 、 シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ の 吸 気 口 ７ ７ ａ よ り も 低 い 位 置 に 、 シ ュ ノ ー ケ ル ７
７ の 前 端 部 を 貫 通 さ せ る よ う に し て 配 置 し た 部 材 で あ り 、 シ リ ン ダ 部 ２ ２ ａ の 上 方 ま で 延
び る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ は 本 発 明 に 係 る エ ア ク リ ー ナ 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ は 、 エ ア
ク リ ー ナ ケ ー ス ８ １ と 、 こ の エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス ８ １ の 開 口 を 塞 ぐ エ ア ク リ ー ナ カ バ ー ８
２ と 、 こ れ ら の エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス ８ １ 及 び エ ア ク リ ー ナ カ バ ー ８ ２ 内 に 配 置 し た エ ア ク
リ ー ナ エ レ メ ン ト ８ ３ と か ら な る 。 な お 、 ８ ５ ， ８ ６ ， ８ ７ は エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス ８ １ に
エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト ８ ３ の 一 端 を 固 定 す る た め の ブ ラ ケ ッ ト 、 ワ ッ シ ャ 、 ビ ス で あ る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス ８ １ は 、 コ ネ ク テ ィ ン グ チ ュ ー ブ ７ ５ を 嵌 め 込 む チ ュ ー ブ 取 付 穴 ８
１ ａ と 、 シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ を 接 続 す る シ ュ ノ ー ケ ル 接 続 管 ９ １ を 嵌 め 込 む シ ュ ノ ー ケ ル 側
取 付 穴 ８ １ ｂ と を 側 面 に 開 け た 部 材 で あ る 。 な お 、 ９ ３ は エ ア ク リ ー ナ ケ ー ス ８ １ に 溜 ま
っ た オ イ ル 、 水 等 を 排 出 す る ド レ ン ホ ー ス で あ る 。
　 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト ８ ３ は 、 他 端 に コ ネ ク テ ィ ン グ チ ュ ー ブ ７ ５ を 接 続 し た 部 材 で
あ る 。
　 シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ の 接 続 は 、 シ ュ ノ ー ケ ル 接 続 管 ９ １ の 端 部 に 挿 入 す る と と も に バ ン ド
９ ５ で 閉 め 込 ん で 行 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ は 本 発 明 に 係 る エ ア ク リ ー ナ 装 置 を 示 す 要 部 平 面 図 で あ る 。
　 排 気 装 置 ２ ７ は 、 エ ン ジ ン ２ ２ の シ リ ン ダ 部 ２ ２ ａ 、 詳 し く は シ リ ン ダ ヘ ッ ド ２ ２ ｂ の
前 部 に 一 端 を 接 続 す る と と も に Ｕ 字 状 に 屈 曲 さ せ て 後 方 へ 延 ば し た 排 気 管 ９ ６ と 、 こ の 排
気 管 ９ ６ の 後 端 に 接 続 し た 前 述 の マ フ ラ ５ ７ と か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 エ ア ク リ ー ナ 装 置 ３ ５ は 、 左 右 の リ ヤ サ イ ド フ レ ー ム ５ ４ ， ５ ４ の 間 に 、 マ フ ラ ５ ７ 及
び エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ を 並 べ て 配 置 す る と と も に 、 マ フ ラ ５ ７ の 熱 が エ ア ク リ ー ナ 本 体
５ ６ に 影 響 し な い よ う に マ フ ラ ５ ７ と エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ と の 距 離 Ｌ を よ り 大 き く す る
た め に 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ を 車 幅 方 向 の 右 寄 り に 配 置 す る と と も に 、 車 両 前 後 方 向 に
延 び る 車 体 中 心 線 ９ ７ に 対 し て 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ の 中 心 線 ９ ８ を 角 度 θ だ け 傾 け て
配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 で は 、 リ ヤ サ イ ド フ レ ー ム ５ ４ ， ５ ４ 間 の 限 ら れ た ス ペ ー ス 内 で マ
フ ラ ５ ７ の エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ に 対 す る 熱 に よ る 影 響 を で き る 限 り 小 さ く す る こ と が で
き る 。 ま た 、 シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ は 、 エ ン ジ ン ２ ２ の 上 方 に 突 出 し た シ リ ン ダ 部 ２ ２ ａ を 避
け る よ う に 屈 曲 さ せ た 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 中 の １ ０ １ は コ ネ ク テ ィ ン グ チ ュ ー ブ ７ ５ の 途 中 に 接 続 し た レ ゾ ネ ー タ 、 １ ０ ２ は シ
ュ ノ ー ケ ル ７ ７ の 途 中 に 接 続 し た レ ゾ ネ ー タ で あ り 、 こ れ ら の レ ゾ ネ ー タ １ ０ １ ， １ ０ ２
は 吸 気 装 置 ２ ６ に よ る 吸 気 騒 音 を 低 減 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ は 本 発 明 に 係 る エ ア ク リ ー ナ 装 置 に 接 続 す る 配 管 を 説 明 す る 平 面 図 で あ り 、 エ ア ク
リ ー ナ 本 体 ５ ６ に 第 １ チ ュ ー ブ １ ０ ５ 及 び 第 ２ チ ュ ー ブ １ ０ ６ を 接 続 し た こ と を 示 す 。
　 第 １ チ ュ ー ブ １ ０ ５ は 、 一 端 を キ ャ ブ レ タ ３ ３ （ 図 ５ 参 照 ） に 接 続 し 、 他 端 を エ ア ク リ
ー ナ 本 体 ５ ６ 内 に 挿 入 し た も の で あ り 、 キ ャ ブ レ タ ３ ３ 内 を 大 気 開 放 に し て 負 圧 を 逃 が す
。 な お 、 １ ０ ７ は 第 １ チ ュ ー ブ １ ０ ５ 内 に 油 、 水 、 ダ ス ト 等 を 吸 い 込 ま な い よ う に エ ア ク
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リ ー ナ 本 体 ５ ６ 内 に 挿 入 し た 先 端 部 に 取 付 け た フ ィ ル タ ー で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ２ チ ュ ー ブ １ ０ ６ は 、 一 端 を エ ン ジ ン ２ ２ （ 図 ５ 参 照 ） の ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に 接 続 し
、 他 端 を エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ 内 の エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト ８ ３ に 臨 ま せ た も の で あ り 、
ク ラ ン ク ケ ー ス 内 の ブ ロ ー バ イ ガ ス を エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ 内 に 導 く 。 エ ア ク リ ー ナ 本 体
５ ６ 内 の ブ ロ ー バ イ ガ ス は 、 コ ネ ク テ ィ ン グ チ ュ ー ブ ７ ５ 、 キ ャ ブ レ タ ３ ３ を 通 じ て エ ン
ジ ン 内 に 還 流 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の 図 ２ 、 図 ３ 及 び 図 ５ で 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 第 １ に 、 車 体 フ レ ー ム １ １ に 左
右 の シ ー ト ４ ３ ， ４ ４ を 取 付 け 、 こ れ ら の シ ー ト ４ ３ ， ４ ４ の 下 方 に エ ン ジ ン ２ ２ を 配 置
し 、 こ の エ ン ジ ン ２ ２ の 後 方 に 、 こ の エ ン ジ ン ２ ２ に 空 気 を 供 給 す る エ ア ク リ ー ナ 装 置 ３
５ を 配 置 し た 車 両 １ ０ に お い て 、 エ ア ク リ ー ナ 装 置 ３ ５ に 、 エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト ８ ３
（ 図 ４ 参 照 ） を 収 納 し た エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ と 、 こ の エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ に 接 続 し エ
ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ 内 に 外 気 を 導 入 す る シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ と を 備 え 、 こ の シ ュ ノ ー ケ ル ７
７ を エ ン ジ ン ２ ２ か ら 上 方 に 突 出 す る シ リ ン ダ 部 ２ ２ ａ の 側 方 を 通 り 車 両 前 方 に 延 ば す と
と も に 、 シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ の 前 端 を 左 右 の シ ー ト ４ ３ ， ４ ４ 間 に 開 口 さ せ た こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 左 右 の シ ー ト ４ ３ ， ４ ４ を 設 け る 車 両 の エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ に シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ を 設
け る よ う に し た の で 、 例 え ば 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ が シ ー ト ４ ３ ， ４ ４ よ り も 低 い 位 置
に 配 置 さ れ て も 、 被 水 の 影 響 を 小 さ く 抑 え る こ と が で き 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ が 水 を 被
っ た 場 合 で あ っ て も シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ の 前 端 の 開 口 部 と し て の 吸 気 口 ７ ７ ａ が 浸 水 し に く
く な り 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ へ 水 を 入 り に く く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ の 前 端 を 左 右 の シ ー ト ４ ３ ， ４ ４ 間 に 開 口 さ せ て い る の で 、 車
両 １ ０ が 深 い 水 位 を 走 行 す る 場 合 な ど に は 、 運 転 者 は シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ の 開 口 部 ７ ７ ａ を
近 い 距 離 で 確 認 し な が ら 、 そ の 開 口 部 ７ ７ ａ へ の 被 水 の 程 度 を 容 易 に 判 断 し 、 対 処 す る こ
と が で き る 。 従 っ て 、 河 川 、 沼 地 等 を 走 行 す る 際 の 車 両 １ ０ の 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 に 、 後 輪 ３ １ の 巻 き 上 げ た 土 埃 の 少 な い 左 右 の シ ー ト ４ ３ ， ４ ４ 間 に 開 口 す る シ ュ ノ
ー ケ ル ７ ７ で 吸 気 す る の で 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ へ の 土 埃 の 侵 入 が 少 な く で き る 。 ま た
更 に 、 エ ン ジ ン ル ー ム ４ ０ （ 図 １ 参 照 ） の 上 側 隔 壁 ３ ８ の 上 か ら 空 気 を 吸 入 し て い る の で
、 エ ン ジ ン ２ ２ に よ っ て 暖 め ら れ た 温 度 の 高 い 空 気 を 吸 わ な く て 済 み 、 充 填 効 率 が 高 め ら
れ 、 エ ン ジ ン ２ ２ の 出 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 は 第 ２ に 、 車 体 フ レ ー ム １ １ に 備 え る 左 右 一 対 の リ ヤ サ イ ド フ レ ー ム ５ ４ ， ５ ４
を そ れ ぞ れ 車 両 前 後 方 向 に 延 ば し 、 エ ン ジ ン ２ ２ の 前 部 か ら 車 両 後 方 へ 排 気 管 ９ ６ を 延 ば
し 、 こ の 排 気 管 ９ ６ の 後 端 に マ フ ラ ５ ７ を 取 付 け る と と も に こ の マ フ ラ ５ ７ を 左 右 の リ ヤ
サ イ ド フ レ ー ム ５ ４ ， ５ ４ 間 に 配 置 し た と き に 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ を 、 左 右 の リ ヤ サ
イ ド フ レ ー ム ５ ４ ， ５ ４ 間 に 且 つ 車 両 前 後 方 向 に 対 し て 傾 斜 さ せ る こ と で マ フ ラ ５ ７ か ら
離 し て 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ を 左 右 の 車 体 フ レ ー ム １ １ 間 に 且 つ 車 両 前 後 方 向 に 対 し て 傾 斜 さ
せ る こ と で マ フ ラ ５ ７ か ら 離 し て 配 置 し た の で 、 左 右 の リ ヤ サ イ ド フ レ ー ム ５ ４ ， ５ ４ 間
の ス ペ ー ス が 小 さ く て も 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ と 排 気 管 ９ ６ 、 マ フ ラ ５ ７ と の 距 離 を よ
り 大 き く す る こ と が で き 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ に 対 す る 排 気 管 ９ ６ 、 マ フ ラ ５ ７ か ら の
熱 影 響 を 受 け に く く す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ の た め の 熱 対 策 用
部 材 を 簡 素 に す る 、 あ る い は 、 廃 止 す る こ と が で き 、 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 尚 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 シ ュ ノ ー ケ ル ７ ７ を 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５
６ の コ ネ ク テ ィ ン グ チ ュ ー ブ ７ ５ を 接 続 し た 面 に 接 続 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 コ ネ ク テ ィ
ン グ チ ュ ー ブ ７ ５ を 取 付 け る 面 と は 異 な る 面 、 例 え ば 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ の 車 両 右 方
側 の 面 に 接 続 し て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の エ ア ク リ ー ナ 装 置 は 、 前 後 方 向 に 延 び る 左 右 一 対 の フ レ ー ム 部 材 （ 特 に 、 左 右
の フ レ ー ム 部 材 間 の 間 隔 を 狭 め た も の ） を 有 す る 車 両 に 好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る エ ア ク リ ー ナ 装 置 を 備 え た 車 両 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る エ ア ク リ ー ナ 装 置 を 示 す 要 部 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る エ ア ク リ ー ナ 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る エ ア ク リ ー ナ 装 置 を 示 す 要 部 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る エ ア ク リ ー ナ 装 置 に 接 続 す る 配 管 を 説 明 す る 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ ０ … 車 両 、 １ １ … 車 体 フ レ ー ム 、 ２ ２ … エ ン ジ ン 、 ２ ２ ａ … シ リ ン ダ 部 、 ３ ５ … エ ア
ク リ ー ナ 装 置 、 ４ ３ ， ４ ４ … シ ー ト 、 ５ ６ … エ ア ク リ ー ナ 本 体 、 ５ ７ … マ フ ラ 、 ７ ７ … シ
ュ ノ ー ケ ル 、 ９ ６ … 排 気 管 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 8月 29日 (2005.8.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ を 左 右 の 間 に 且 つ 車 両 前 後 方 向 に
対 し て 傾 斜 さ せ る こ と で マ フ ラ ５ ７ か ら 離 し て 配 置 し た の で 、 左 右 の リ ヤ サ イ ド フ レ ー ム
５ ４ ， ５ ４ 間 の ス ペ ー ス が 小 さ く て も 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ と 排 気 管 ９ ６ 、 マ フ ラ ５ ７
と の 距 離 を よ り 大 き く す る こ と が で き 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ に 対 す る 排 気 管 ９ ６ 、 マ フ
ラ ５ ７ か ら の 熱 影 響 を 受 け に く く す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 エ ア ク リ ー ナ 本 体 ５ ６ の た
め の 熱 対 策 用 部 材 を 簡 素 に す る 、 あ る い は 、 廃 止 す る こ と が で き 、 コ ス ト を 低 減 す る こ と
が で き る 。
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